
 

 

 

 

 

平成３１年度 

全国学力・学習状況調査における山口市の結果概要について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山口市教育委員会 

 

 

 



1 

 

１ 調査の概要 

 

 

（１）目的 

・義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の 

学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証して、その改 

善を図る。 

・学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 

・そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

 

（２）調査期日   平成３１年４月１８日（木） 

 

（３）調査対象   小学校第６学年児童 

          中学校第３学年生徒 

 

（４）調査の内容 

 

Ⅰ 教科に関する調査（小学校：国語、算数 中学校：国語、数学、英語） 

① 身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や、実 

生活において不可欠であり常に活用できるようになっていることが望まし 

い知識・技能等 

② 知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や、様々な課題解決のた 

めの構想を立て実践し評価・改善する力等に関わる内容 

 

Ⅱ 生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査 

ア 児童生徒に対する調査（児童生徒質問紙） 

イ 学校に対する調査（学校質問紙） 
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２ 教科に関する結果 

（１）山口市と全国の各教科平均正答率の比較 

 全国の平均正答率を１００として、各教科における本市の結果（指標）をグラフ

で表しています。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）成果と課題 

  各教科の調査問題※ 

 における解答の結果について、本市における傾向をまとめて

います。 

◎…正答率が高かった問題や、経年比較による課題の解決が見られる問題 

▼…本市の正答率が５０％以下、または全国平均正答率を下回る等、課題の見 

られる問題 

 

また、解答結果から見られる学びのポイントについて、次の３点でまとめています。 

  …児童生徒の解答傾向    …解答結果の考察    …学びのポイント   

 

※ 調査問題の詳細や全国の調査結果、授業アイデア集などは、国立教育政策研

究所の「教育課程研究センター全国学力・学習状況調査」内、「平成３１年度

調査」のリンク（http://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html）

から閲覧することができます。 

                                                                                                                                                                                           

○各学校や児童生徒の日々の取組の成果として、小学校・中学校ともに、国語、

算数・数学において全国平均正答率を上回る結果となっています。特に、小学

校の国語や中学校の国語、数学は、全国比を５ポイント以上、上回る結果とな

っています。 
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【小学校 国語】                ◎…成果 ▼…課題 

 

 

 

 

 

 

※（２の二）などは問題番号です。 

＜解答結果から見られる学びのポイント＞ 

－ 国語１の三 目的や意図に応じて、自分の考えの理由を明確にし、まとめて書く － 

                       

 

 

  この問題では、文章全体の構成やそれぞれの段落の内容を捉え、「２ 調査の内容と結果」

の「（１）公衆電話はどんな時に必要か」と「（２）公衆電話にはどのような使い方や特ちょ

うがあるのか」の両方から分かったことについて取り上げて書く必要があります。 

 このことから、目的や意図に応じて、集めた材料を分類、関係付けをして伝えたいことを

明確にして書いたり、事実と感想、意見とを区別して書いたりすることが大切です。 

 

◎目的に応じて、本や文章全体を概観して効果的に読むこと。（２の二） 

◎話し手の意図を捉えながら聞き、話の展開に沿って、自分の理解を確認するため

の質問をすること。（３の一） 

▼目的や意図に応じて、自分の考えの理由を明確にし、まとめて書くこと。 

（１の三） 

「２ 調査の内容と結果」の（１）と

（２）の両方から、分かったことについ

て言葉や文を取り上げて書いていない

誤答が４５％見られました。 

 

（
な
ぜ
な
ら
、
）
公
し
ゅ
う
電
話
は
、
主
に
け
い
た
い
電
話
を
使
う
こ
と

が
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と
き
に
必
要
と
さ
れ
て
い
た
り
、
き
ん
急
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と
き
に
も
使
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こ
と
が
で
き
た
り
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か
ら
で
す
。（
６
８
字
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【
市
正
答
率
３
５
％
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
全
国
正
答
率
２
９
％
） 

 
 

 

相手に自分の意図が伝わるように、理

由や根拠を適切に取り上げて書くことに

課題が見られます。 

 

 正答例 
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【小学校 算数】                ◎…成果 ▼…課題 

 

 

 

 

 

※（２の（１））などは問題番号です。 

＜解答結果から見られる学びのポイント＞ 

－ 算数３の（４） 示された除法の式の意味を理解する － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

うを選択した誤答

が２４％、えを選択し

た誤答が１５％見ら

れました。 

この問題では、はじめに示された除法の式 180÷0.6 が、リボン１ｍ分の代金

を求める式であること、また被除数と除数を等倍しても、計算結果は変わらない

ことを理解しておくことが必要です。そのために、長さ、重さ、容積等の単位量

あたりの大きさを求める活動を通して、除法を用いることの意味や、除法の式の

性質について正確に理解しておくことが大切です。 

 

◎棒グラフから、資料の特徴や傾向を読み取ること。（２の(１)） 

◎目的に適した、伴って変わる二つの数量を見出すこと。（４の(１)） 

▼示された計算の仕方を解釈し、減法の場合を基に、除法に関して成り立つ性質を

記述すること。（３の（２）） 

▼示された除法の式の意味を理解すること。（３の（４）） 

い 

【市正答率４６％】 

（全国正答率４７％） 

 正 答 

 

 

示された除法につい

て、式全体を捉え、その

意味をきちんと理解する

ことについて課題があり

ます。 
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【中学校 国語】               ◎…成果 ▼…課題 

 

 

 

 

 

※（１の三）などは問題番号です。 

＜解答結果から見られる学びのポイント＞ 

－ １の四  封筒の書き方を理解して書く － 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【市正答率５７％】 

（全国正答率５７％） 

（正答の条件） 

次の条件を満たして 

解答している。 

① 投稿先の名前と 

住所の正しい内 

容を楷書で書い 

ている。 

② 投稿先の名前に敬称を適切に付け

て封筒の中央に書き、住所を封筒の

右側に書いている。 

③ 投稿先の名前を住所より大きく書

いている。 

④ 縦書きで書いている。 

 正答例・正答条件 

◎文章に表れているものの見方や考え方について、自分の考えをもつこと。（１の三） 

◎書いた文章を読み返し、論の展開にふさわしい語句や文の使い方を検討すること。 

（３の一） 

▼封筒の書き方を理解して書くこと。（１の四） 

正答率５７％のうち、全ての条

件を満たしているものは１３％で

した。また、誤答では、正答の条

件②・④を満たし、①を満たさな

いものが１８％見られました。 

 

東
京
都
千
代
田
区
中
央
三 

 
 

 
 

 

全
国
中
学
生
新
聞
「
声
の
広
場
」
係 

御
中 

 

 手紙の基本的な形式を理解す

ること、文字の大きさや配列に注

意して丁寧に読みやすく書くこ

とに課題があります。 

手紙の基本的な形式に基づき、紙面全体に対してそれぞれの文字の大きさや書くべき

位置を考える必要があります。その際、形式に込められた相手への敬意についても考え

ることが大切です。また、書写の学習で培った文字を書くことに対する意識を高め、他

の場面でも積極的に活用しながら、日常の文字を正しく整えて書くことも重要です。 
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【中学校 数学】               ◎…成果 ▼…課題 

 

 

 

 

 

※（３）などは問題番号です。 

＜解答結果から見られる学びのポイント＞ 

－ 数学８の（２）資料の傾向を的確に捉え、判断の理由を数学的な表現を 

用いて説明する － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎平行移動の意味を理解すること。（３） 

◎反例の意味を理解すること。（７の(２)） 

▼事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明すること。（６の(２)） 

▼資料の傾向を的確に捉え、判断の理由を数学的な表現を用いて説明すること。 

（８の(２)） 

【市正答率４２％】 

（全国正答率４１％） 
・１日あたりの読書時間である２６分は山の

頂上の位置にないので、1日に２６分ぐら

い読書をしている生徒が多いというのは適

切ではない。 

・度数が最大となる階級は１０分以上２０分

未満の階級であるので、１日に２６分ぐら

い読書をしている生徒が多いというのは適

切ではない。 

・１日あたりの読書時間である２６分が含ま

れる階級は、度数が最大となる階級ではな

いので、１日に２６分ぐらい読書をしてい

る生徒が多いというのは適切ではない。 

（正答の条件） 

次の a,c または、b,c について記述してい

るもの。 

a １日あたりの読書時間である２６分が、

山の頂上の位置にないこと。 

b １日あたりの読書時間である２６分が、

度数が最大である階級に含まれていない

こと。 

c １日に２６分ぐらい読書をしている生徒

が多いといえそうだ、という考え方は適切

ではないこと。 

 正答例・正答条件 

  b について度数の大

小のみを記述し、c につ

いて記述していないも

のが１０％、無解答が１

８％見られました。 

 

 

目的に応じて収集したデータを考察する場面では、度数分布表やヒストグラム

から資料の傾向を適切に読み取り、批判的に考察し判断することが必要です。デ

ータを分析する際、そのデータの傾向や目的によっては、代表値として平均値を

用いることがふさわしくない場合があることを理解し、さらにその判断の根拠を

数学的な表現を用いて説明できるようになることが大切です。 

 

資料の傾向を批判的

に考察し、判断した根

拠を数学的な表現を用

いて説明することに課

題があります。 
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【中学校 英語】               ◎…成果 ▼…課題    

 

※（３）などは問題番号です。 

＜解答結果から見られる学びのポイント＞ 

－ 英語９の（２）の②一般動詞の１人称複数過去時制の肯定文を正確に書く－ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎まとまりのある英語を聞いて、必要な情報を理解すること。（３） 

◎日常的な話題について、簡単な語句や文で書かれたものの内容を、正確に読み取

ること。(５の(１)） 

▼まとまりのある文章を読んで、説明文の大切な部分を理解すること。（７） 

▼一般動詞の１人称複数過去時制の肯定文を正確に書くこと。（９の(２)の②） 

 会話の流れを読んだり聞いたりして時制を判断し、基本的な語や文法事項等を

活用して文を書くなど技能統合型の問題に慣れることが必要です。和文に対応し

た穴埋めや語句整序の問題だけでなく、言語活動を通して文法事項等を身につけ

ていくことが大切です。 

We stayed 

 

【市正答率２５％】 

（全国正答率２９％） 

肯定文となっていな

いものが２２％、過去時

制以外の肯定文として

いるものが１９％、無解

答が１２％見られまし

た。 

 正答例 

 

 

場面・状況等を正確に把握し、知識を活用して段階をおって答えを導き出すことに課

題があります。仮に We（stay）～．と書かれ（  ）内の後を適切な形に変えるこれま

でのような問題ならば正答率は高いと思われます。 
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３ 生活習慣や学習環境等の結果 

◎…望ましい状況 ▼…課題の見られる状況  

 

 

「自分には、よいところがある」と回答した児童生 

徒は、小学校で約８３％、中学校で約７６％であり、 

昨年度に引き続き、全国平均を上回る結果となってい 

ます。 

 

  
      

「話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、 

広げたりすることができている」と回答した児童生徒 

は小学校で約７７％、中学校で約８０％と、全国平均を 

上回る結果となっています。 

 

 

 

「学習中、自分の考えが聞き手にうまく伝わるよう 

に話の組み立てなどを工夫して発表していた」と回答 

した児童生徒は、小学校で約６３％、中学校で約５４ 

％となり、昨年度とほぼ同様の結果になっています。 

 

▼自分の考えがうまく伝わるよう工夫して発表すること 

「主体的・対話的で深い学び」の視点に立った授業改善

が進んでおり、各授業では児童生徒が関わり合い、思いや

考えを伝え合い、協力して解決していく場面を設定してい

ます。今後は、学びの「深まり」の鍵となる各教科等の特

質に応じた「見方・考え方」を軸としながら、幅広く授業

改善を継続して行く必要があります。 

日々の学習において、聞き手を意識して効果的

に自分の考えを伝える場を設定していくことが

大切です。そのために、ペアやグループといった

学習形態の工夫をしたり、理由や根拠を手がかり

に意見を述べる場の設定をしたりすることが必

要です。 

今後も、授業を始め、学校生活全体で子どもたち一

人ひとりのよさや可能性を見つけ、価値づけることを

通して、自分自身を大切に思う自己肯定感や、他者を

思いやる豊かな心を育んでいくことが大切です。 

◎自己肯定感の涵養 

◎話し合い活動で、自分の考えを深めたり、広げたりすること 
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「いじめは、どんな理由があってもいけないことだ 

と思う」と回答した児童生徒は小学校で約９８％、中 

学校で約９６％となっており、全国平均値を上回る結 

果となっています。昨年度に比べて、やや増加しまし 

たが、１００％には至っていません。 

 

 

「今住んでいる地域の行事に参加している」と 

回答した児童生徒の割合は、小学校で約７８％、 

中学校で約５７％となっており、全国平均値を大 

きく上回る結果となっています。 

 

 

 

 「これまでに受けた授業で、コンピュータ 

などのＩＣＴをどの程度使用しましたか」に 

対して、週 1回以上と回答した児童生徒は小 

学校で約４８％、中学校で約３６％となって 

おり、全国平均値を上回る結果となっていま 

す。小学校では、ほぼ毎日が約２８％と全国 

を大きく上回っていることが分かります。 

◎▼いじめを許さないという意識 

◎地域行事への参加、地域とのかかわり 

◎▼ＩＣＴの活用 

いじめに正面から向き合う「考え、議論する道徳」

の充実はもちろんのこと、今後も「特別の教科 道

徳」の授業を「要」として、学校の教育活動全体を

通していじめ防止に取り組んでいくことが大切で

す。 

小・中学校ともに昨年度に比べて増加してお

り、各学校のコミュニティ・スクールの取組の成

果が表れています。熟議等を通して学校・家庭・

地域で育てたい子ども像を共有しながら、「地域

とともにある学校」として、計画的、継続的な取

組をさらに推進する必要があります。 

小・中学校の全クラスに電子黒板を設置し、タブレット端末も計画的に配置して

います。小学校には電子黒板専用のパソコンとデジタル教科書（２教科）を導入し、

積極的な活用が図られています。今後も、より効果的な活用方法等について教職員

の研修を進めていく必要があります。 
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４ 課題解決に向けた各学校の取組事例 

  

  

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

山口市教育委員会は、今年度の成果と課題を踏まえ、日常的な学校訪問によって各学

校の実態に応じたきめ細かな指導助言と支援を継続することで、今後も児童生徒の学力

の向上と望ましい学習習慣の定着を図っていきます。 

○ Ａ小学校では、日々の授業で「伝える」活動に視点をあて、「ペア→グループ→

全体」へと授業形態を工夫しながら、子どもたちの主体性を育むとともに、対話

を促す取組を進めています。このことを通して、自らの学習内容の理解を深め、

他者の意見を受容的に聴く力も育ってきています。 

○ Ｂ小学校では、全教職員で全国学力・学習状況調査の結果分析を行い、課題だ

けでなく「子どものよさ」を明らかにし指導に活かしています。学習規律や対話

的な学習を支える発表の仕方、学習の軌跡がわかるノート指導の基本型等につい

て、全教職員で共通理解・協同実践をすることで子どもたちに学び方が定着して

きました。また、毎日「午後読書」を実施し、読書の習慣も身についています。 

○ Ｃ小学校では、体験的で実感的な教育課程づくりをめざし、教職員だけでなく、

保護者や地域とともに取組を進めています。校舎内には子どもたちの基礎・基本

の学習内容の定着を図るための様々な掲示物があり、子どもたちは楽しみながら、

授業以外の学校生活の中でも学びに挑戦しています。 

○ Ｄ小学校では、安心・安全な学校づくりをめざし、子どもたち一人ひとりが安

心して学べる環境づくりに取り組んでいます。特に、教室での支持的風土の醸成

や学習規律の定着で成果が表れています。また、全校体制で実施している朝学習

をすることで学習意欲が高まり、授業に集中する子どもが増えています。 

○ Ｅ中学校では、学校全体の取組として、生徒の机の配置をコの字型にするなど、

子どもたちの授業への参加意識をより高める工夫を行っています。考え、議論す

る場面を多く設定することで、子ども同士の建設的な関わりが育っています。 

○ Ｆ中学校では、学校全体で「めざす姿」や「つけさせたい力」を共有し、日々

の学習では「主体的・対話的で深い学び」のある授業をめざすとともに、キャリ

ア教育と関連付けた取組を進めています。その成果として、子どもたち自身が「ど

のような力を身につけるために学ぶのか」「どのような力が身についたか」を考え

る意識が高まっています。 

○ Ｇ中学校では、家庭学習の質を高めるために、子どもたちとともに「学習の手

引き」を作成し、主体的な学習態度を育成しています。また、これからの社会を

生きる子どもたちが困らないように、社会面、学習面、身体面の 3 方向から子ど

もを支援する包括的プログラムの取組を進めています。 

 


